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研究成果の概要（和文）： 
 

本研究の目的は、わが国の外国籍幼児に対する保育の課題や保育方法、保育者と外国籍保護者との連携

方法を、米国のマイノリティの子どもに対する保育を参考に明らかにすることである。 

米国の「文化的に敏感な教育」（culturally responsive pedagogy）から、保育者は個々の子どもの文

化的背景に合わせたカリキュラムや保育方法を選び、評価する必要性が指摘された。 

また、米国では保護者はボランティアとして日々の保育に参加し、国も保育者と保護者とのコミュニケ

ーションを援助するための手引書を作成しており、わが国の課題が示された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 

The purpose of this research is to clarify the methods and the problems of childcare 
to foreign children and how to go into partnership with their parents by referring the 
childcare to minority children in America.  

By referring “culturally responsive pedagogy” in America, it was clarified that 
preschool teachers needed choosing the curriculums and the methods and evaluating 
childcare in consideration for children’s background.  

Parents participated in daily childcare as volunteers at preschools in America. Also 
American government published a handbook for the communication between preschool 
teachers and parents. These points were important for preschool teachers with foreign 
children in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 わが国では、多様な文化的背景をもつ幼児
の幼稚園・保育所への入園にともない、「多
文化保育」や「共生のための教育」について
研究がすすめられている。しかし、現状とし
てこのような幼児の受け入れにともなって
生じる課題は残されたままである。 
 これまで、外国籍幼児の園生活への適応過
程を、保育者と保護者の認識の変化もくわえ
ながら、明らかにしてきた（管田, 2007; 管
田, 2006）。そのなかで、保育者は集団保育場
面における外国籍幼児への個別対応や、外国
籍幼児と日本人幼児との関係づくりにおけ
る援助の必要性に気づきながらも、十分に援
助しきれない実態があった。すなわち、他児
との違いが見えなくなるような同化を求め
る傾向が見られた。 
 そこで、わが国の外国籍幼児に対する保育
方法を検討する上で、比較的早くから移民問
題を抱えた米国におけるマイノリティの子
どもの保育に関する研究は参考になるだろ
う（山田, 2006）。米国において「補償教育政
策の一環として導入」された就学前施設であ
るヘッド・スタートでは（添田, 2005）、多様
な文化的背景をもつ幼児が多く入園してい
る。そのため、ヘッド・スタートでの保育や
保育者と保護者との連携の方法を明らかに
することで、わが国の保育のあり方を検討す
るための知見を得たい。 
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２．研究の目的 
 

本研究の目的は、わが国の就学前施設にお

ける外国籍幼児に対する保育の課題や具体的

な保育方法、保育者と外国籍保護者との連携

の方法を明らかにすることである。 

米国においてマイノリティの子どもに対す

る保育実践と、わが国の外国籍幼児に対する

保育実践とを比較、検討することで、わが国

の保育の課題を明らかにし、外国籍幼児に対

する保育方法や保護者との連携の方法を試案

する。 

 
３．研究の方法 
 
 2008 年度は、ヘッド・スタートに関する文
献研究を行った。また、カリフォルニアにお
けるヘッド・スタートの研究会と、ヘッド・
スタートの保育者と保護者が集まる保護者
会に参加することで、保護者と保育者との連
携のあり方を探った。 
 2009 年度は、マイノリティの子どもに対す
る保育に関する文献研究を行った。さらに、
カリフォルニア州でマイノリティの子ども
の保育を行っている幼稚園・保育所を訪問し
て保育参観を行い、保育にあたっている保育
者や園長にインタビュー調査した。 
  
４．研究成果 
 
（2008 年度） 
 ヘッド・スタートに関する文献研究から、
ヘッド・スタートでは子どもの知的技能の基
礎を教育する以外に、健康や福祉にもはたら
きかけるトータルケアを行っており、そのた
めに保護者の保育参加に重きを置いていた。
家族との連携の考え方の基には、ブロンフェ
ンブレナーの「システムモデル」があった。   

わが国への示唆としては、日々の保育に保
護者がボランティアとして参加し、それによ
って保育者・保護者がパートナーシップを形
成し、子どもに良い保育・教育を与えようと
している点であった。保育現場では、保護者
が様々な方法（保育の補助、教材の作成、特
技の披露など）によって、ボランティアとし
て参加していた。保育者と保護者がコミュニ
ケーションをとる姿を見て、子どもたちは安
心感をもつ。さらに、保育者は保護者をエン
パワメントすることも意識していた。 
また、米国では国が、保育者のコミュニケ

ーションスキルを向上させ、保育者と保護者
との連携をサポートするための手引書を出
して、保育者を援助していた。 
 
（2009 年度） 
 カリフォルニア州のある高校に隣接した
保育所の保育者へのインタビューによれば、
10 代の母親の勉強と子育ての両立を、保育者
は手助けしていた。英語が話せない親子も多



いため、週に１～２回は通訳者が訪問して、
保育者と保護者のコミュニケーションを援
助していた。また、10 代の母親が保育者に心
を開くには、時間と保育者の努力が必要であ
り、通園する親子と似た文化的背景をもつ保
育者が積極的に採用され、活躍している点に
日本との違いが見られた。 
 カリフォルニア州で年に 1度開催されるヘ
ッド・スタートの研究会および保護者会では、
保護者がそれぞれの特技（歌、踊り、詩の朗
読など）を活かしたボランティアを積極的に
行っていた。保育者と保護者や保護者同士の
つながりを、活動や会話を共に楽しむことを
通して、深めようとしていた。また、保育者
は就労や就学のために忙しい保護者に、毎日
少しの時間でも親子の時間を作ることの大
切さを伝えたり、ヘッド・スタートは貧困家
庭を対象としているので、玩具を買わなくて
も、親子で楽しみながら遊ぶ方法を伝えてい
た。 
 さらに文献研究を進めるなかで、米国で行
わ れ て い る 「 文 化 的 に 敏 感 な 教 育 」
（culturally responsive pedagogy）と教員
養成に着目した。すべての子どもたちが肯定
的な文化的アイデンティティを発達させる
ため、多様な文化（民族的・能力的）や子ど
もの家族構成に合わせた教材・活動を取り入
れることや、教師自身が文化の違いを尊重す
る態度をもち、子どもたちがもたらす文化的
な資源を、教授・学習過程で取り入れること
に熟練している必要性が指摘された。 

加えて、保育者は（１）子どもが歓迎され、
違いを認められていると感じる安心できる
保育環境をつくること、（２）カリキュラム・
教授方法を、子どもの「関心」や「好む/避
ける話題」、「学びやすい方法」といった個々
の特性に合わせること、（３）子どもの目線
で保育の評価を行うこと、の重要性が指摘さ
れた。 
 すなわち保育者は、個々の子どもが保育現
場にもちこむ文化に対して敏感であり、｢環
境づくり、教授、評価｣のそれぞれにおいて、
それらの文化を考慮することが求められる。
さらに、個々の子どもの学習スタイルの背景
には、その子どもが所属する文化的要素があ
ることを踏まえて、保育にあたらなければな
らないことが示された。  
 
（まとめ） 
 わが国では、多文化保育やアンチバイア
ス・カリキュラム（偏見予防教育）に関する
研究が進められ、保育現場にも紹介されてき
た。しかし、これらの知見が保育現場で十分
に活かされているとは言いにくい。その背景
には、多文化保育やアンチバイアス・カリキ
ュラムを実践することは、少数の子どもたち
のために新たな教育を行わなければならな

いと保育者に感じさせ、多忙な保育者の負担
になることや、子どもの日本語習得によって、
保育の問題は解決したと保育者が錯覚して
しまうことがあるのではないか。 
どの子どもにとっても居心地がよく、歓迎

されていると感じられる保育環境をつくる
には、多様な文化（民族的・能力的）に応じ
て、柔軟に保育を変えていける保育者の能力
が求められる。そのため、米国で行われてい
る「文化的に敏感な教育」は、新たな活動を
するのではなく、日々の保育を保育者が見直
す視点を取り上げている点で示唆的である。
これは、日本の保育者にも取り組みやすい視
点であると考えられる。 
また、保育者と保護者との連携では、わが

国においても、保育者は日々の保育に保護者
が気軽に参加し、活躍できる様々な方法を準
備することや、保護者自身もボランティアを
通して潜在的な能力が引き出され、エンパワ
メントされることを意識して、連携していく
ことが求められる。 
わが国の課題として、保育者が集団保育場

面における外国籍幼児への個別対応や、外国
籍幼児と日本人幼児との関係づくりにおけ
る援助の必要性を感じながらも、十分に援助
できずに葛藤していることがあった（管田, 
2006）。この点でも、保護者によるボランテ
ィアを活用することで、保育者は個々の子ど
もへより細かな援助ができるだろう。 
さらに米国では国が、保育者のコミュニケ

ーションスキルを向上させ、保育者と保護者
との連携をサポートするための手引書を出
していた。現場のみに任せるのではなく、政
策として国が外国籍幼児の保育を援助して
いく取り組みが、わが国の今後の課題と言え
る。 
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